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Abstract：Development　of　yellow　peach　moth，Conogethes punctiferalis（GuEN亘E），on　apple　fmit

was　investigated．Number　of　eggs　oviposited　by75female　moths　to　two　apple　fmits　was　O．250n

average．Developmental　period　from　egg　to　mature　larva　at26℃，70％R。H．was32days　on
mature　apple　fruit，16days　on　fresh　com．Survival　rate（mature　larvae／eggs）wasbelow50％on

mature　apple　fruit，94％on　fresh　com．
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は　じ　め　に

　モモノゴマダラノメイガCo麗og6飾6s餌π誘塘昭傭

（GUEN亘E）は，日本全土および国外では中国から東南

アジアにかけて広く分布し，クリ，モモを始め，17科

44種に及ぶ植物を加害する重要害虫であり，リンゴ

〃1α1％sρ％窺磁MILL．も本種の寄主植物に含まれてい

る（真梶，1969）。

　現在，日本はアメリカ合衆国に対して本邦産のリン

ゴ生果実の輸入を解禁するよう要請しているが，米国

側は日本に分布するリンゴ生果実の害虫の中で，検疫

上問題となる害虫として，本種を挙げている。

　本種の生態に関しては，本種の好適寄主であるモモ

やクリなどでは，いくつかの報告があるが（真梶，19691

真梶・伊東，1969；真梶・於保，19701関口，1974），

本種のリンゴ生果実での発育に関しては不明な点が多

いo

　そこで，本試験では本種のリンゴ生果実での生育を

室内において調査した。

　本文に先立ち，供試虫を分譲していただき，また飼

育に関して貴重な御助言を賜った東京大学農学部害虫

学研究室本田　洋博士に厚くお礼申し上げる。

材料および方法

　1．供試虫

　供試虫は，1988年6月に，東京大学農学部害虫学研

究室から分譲を受け，その後，トウモ・コシ生果実お

よびクリ生果実を幼虫飼料とし，室内累代飼育により

得た虫である。累代飼育の方法は本田（1979）の方法

に準じて行った。

　2．　リンゴ成熟果に対する産卵調査

　本調査は，温度23℃，湿度70％，光周期15L：9Dの

バイオトロン内で行った。産卵のための容器には30×

30×30cmのステンレス製金網ケージを用いた。ケー

ジ中に雌雄各75頭の成虫を入れ，ケージの天井から

10cm間隔で2個のリンゴ成熟果を，天井からの高さ

が10cmになるように糸で吊るした。また，リソゴ成

熟果の周囲にガーゼを5cmの幅で二重に巻いたもの

を同じように2個，ケージ中に糸で吊るした。リンゴ

成熟果は暗期開始前から暗期終了後まで設置し，取り

出したあと直ちに果実あるいはガーゼに対する産卵数

を調べた。

　いずれの場合も，調査の前後にHONDA2緬双1979）

の方法で用いられた採卵基材による採卵を，リソゴ幼

果を誘引物質として行い，1ケージ当たり1，000卵以上

の産卵が行われることを確かめた。

　実験中，ケージ天井の外面上に成虫の餌として5％
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砂糖水を含ませた脱脂綿塊を置いた。

3．リンゴ果実での幼虫発育調査

　プラスチック容器中にリンゴ成熟果を1個入れ，受

精して赤変したモモノゴマダラノメイガの卵を1果当

たり5卵または10卵接種して，卵から繭形成までの発

育期間および卵から繭までの生存率を調べた。また，直

径約3cmのリンゴ幼果6個に30卵を接種して同様
の調査を行った。さらに室内飼育で良好な結果が得ら

れているトウモロコシ生果実2本に36卵を接種して

同様の調査を行った。調査は全て温度26℃，湿度70％，

光周期16L：8Dに設定したバイオト・ン内で行った。

結果および考察

　リンゴ成熟果に対する産卵調査の結果は，Table1

のとおりである。

　成熟果に対する産卵調査（A区）は12回行い，その

うちの3回で，1回につき1卵ずつの産卵が認められ

たのみであった。また，果実に5cm幅のガーゼを巻い

た区（B区）では，4回の調査を行い，平均約60卵の

Table1． Oviposition　responses　of　the　yellow

peach　moth，Conog6！h召sρ観α㌍履乞s，

to　apPle　fruit

Treatment
　No．of　　　No・of　eggs　laid

replicati・ns　煮温望§玉

A1）

B2）

12

4

0．25±0．45

59．50±6．45

1）Two　apples　hung　from　the　top　of　the　cage10

　cm　apart　with　thread　of10cm　long．

2）Two　apples，each　of　them　wound　with　cheese

　cloth　of5cm　wide，hung　from　the　top　of　the

　cage　as　above　way．

産卵が認められた。

　以前，著者らが，HONDA6！畝（1979）の方法で用

いられた採卵基材による採卵を，リンゴ成熟果の小片

を誘引物質として行ったところ，本種雌成虫に対して

高い産卵誘引作用を示すリンゴ幼果（本田・松本，1984）

と同じ程度の産卵数が得られた。このことから考えて，

リンゴ成熟果の香気も幼果同様，本種雌成虫に対して

高い産卵誘引作用を示すと考えられる。

　それにもかかわらず，ケージ内に吊り下げた成熟果

にはほとんど産卵が認められなかった。ザ方，リンゴ

成熟果にガーゼを巻いた場合には1ケージ当たり60

卵程度の産卵がガーゼ上に認められた。

　これらのことから，リンゴ成熟果は，本種の雌に対

して産卵誘引作用を示すが，果実表面の性状などの物

理的要因が本種の産卵を困難にしている可能性が高い

と考えられる。果実にガーゼを巻いた場合には，果実

表面の性状が変化し，産卵が容易になったと思われる。

　今回の試験では，雌成虫の密度はかなり高かったに

もかかわらず，成熟果に対する産卵数はわずかであっ

た。野外での本種の生息密度は，今回の試験での密度

よりもかなり低く，野外で本種の雌成虫がリンゴ成熟

果上に産卵する可能性はほとんどないと考えられる。

　リンゴ果実での幼虫発育調査の結果はTable2のと

おりである。

　リンゴ成熟果での卵から繭までの生存率は，5頭接

種区で40％，10頭接種区で13％，リンゴ幼果区で30％

と，好適な飼料であるトウモロコシ生果実での生存率

94％と比較するとかなり低い値となった。

　また，卵から繭までの発育日数は，リンゴ成熟果で

の場合は30日を超えたのに対し，リンゴ幼果では25

日，トウモロコシ生果実では16日となった。

　この結果から，リンゴ果実は本種にとってあまり好

適な寄主ではないと考えられる。

Table2． Development　of　the　yellow　peach　moth，Co箆og窃h6sρ観6！膨履乞s，on

fmits

Fruits 　No．of
replications

　Survival　rate
（matUre　larVae／eggS）

Developmental　period
（eg9－matUre　larVa）

Apple　A1）

Apple　B2）

Codling3）

Com4）

40．0％

13．3

30．0

94．4

33，3±2．9days

31．3±2．2

25．0±2．2

16．3±1．0

1）5eggs　inoculated　to　one　apPle

2）10eggs　inoculated　to　one　apPle

3）30eggs　inoculated　to6codlings

4）36eggs　inoculated　to2corn　fruits
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　本種のリンゴ成熟果に対する食害様式は，鱗翅目の

中でリンゴの重要害虫として知られるモモシンクイ

ガ，Carposina niponensisWALsINGHAMや，ナシヒメ

シンクイ，Grapholita motesta（BUSCK）のように初齢

幼虫で一且果実内に食入してしまうと，老熟するまで

脱出しない種とは違い，1～5齢まで食入と脱出を繰り

返しているようであった。また，食害部分も果肉にと

どまらず，芯部や果皮部も食しているのが観察された。

　真梶（1969）は，本種の寄主植物リストにリンゴを

掲載しており，本種がリソゴを食害した例も何件か報

告されているが，本種がリンゴ園で経済的な影響を及

ぽすほどの損害を与えたという例はなく，重要な害虫

とはなっていない。

　今回の室内での調査の結果，本種のリンゴ成熟果へ

の産卵は極めて困難であり，リソゴ成熟果に卵を接種

した場合の幼虫の生存率も50％に満たないことがわ

かり，本種がリンゴの重要害虫とならない原因の一端

が示唆された。
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